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日本はひとり負け

世界の漁獲量成長率



持続可能性
が低い
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まさに今が
“変化”のど真ん中
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70年ぶりの
漁業法改正
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日本の”海”を
持続可能な産業に
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地域おこし＝地域資
源を活かしたビジネ
スをつくること
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石巻の地域資源
＝水産業



親も子供に
「勉強して役場職員になれ」

と言うように



こんなことで東北の漁業
を

無くすわけにはいかない
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活動理念

三陸の海から⽔産業における “新3K”を実行する
トップランナーになる

新3K=カッコいい、稼げる、革新的

ビジョン

10年後、2024年までに 三陸に多様な能力をもつ新しい
職種 「新フィッシャーマン」を1,000人増やす
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石巻水産業界の課題
降りかかる課題
①魚市場の水揚げ低下
②人口減少に伴う人手不足
③魚食消費の低下

予見できたにも関わらず
→震災前より大規模な機械を導入して再建
→思うように稼働できず、廃業・倒産へ



限りある水産資源と人的資源を最大限活
用し“地域全体で見た売上を最大化”する
という考え方にシフト



一社一社が個別に戦う時代



産業として連携して戦う時代に



①石巻水産業の未来を作るチームづくり
若手経営者を中心に、これまでのルールを変えるためのチームを結成

水産企業の若手経営者チーム

ビジョン、ロードマップを作り、企業横断型プロジェクトを推進。
取組を対外的に発信し「鯖江＝メガネ」、「燕三条＝金属加工」
のような「産業ブランド」を作る。



国内消費減少

販路がない

労働環境が未整備

後継者がいない

イメージが悪い

人が育たない

水揚げ量の減少

業務効率が悪い

水産業を取り巻く課題

②石巻水産業をバックアップする事業の創出



労働環境が未整備 後継者がいない

イメージが悪い 人が育たない

業務効率が悪い

②石巻水産業をバックアップする事業の創出

国内消費減少

販路がない

水揚げ量の減少

Ex)地域商社事業
・共同で受発注
・統一ブランディング

Ex)おさかな保育園設立
・朝早くから運営
・食育に特化
・女性に優しいイメージ

Ex)水産IT事業
・スマート水産業の推進
・統一の受発注システム
・省人化の推進

イメージが悪い

イメージが悪い Ex)人財獲得＆育成
・幹部人財の獲得、育成
・人財定着サポート
・外国人人材の活用

・これまでフィッシャーマン・ジャパンが培ったノウハウや信頼関係を活用
・隊員の興味関心や強みを活かして事業化を推進し、3年後の独立につなげる
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